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実証概要
下水汚泥焼却灰から重金属を削減する技術と、焼却灰を肥料として利用するための造粒技術について、重金属削減
効果と維持管理費削減効果等を調査する。

提案技術の概要 提案技術の革新性等の特徴

①簡便な重金属削減技術
• 焼却炉の高温集じんや水洗浄等、簡便な
手法で焼却灰の重金属を削減し、肥料原料
としての価値を向上

②低コストな肥料化技術
• 焼却灰からりんを抽出することなく、造粒
のみで肥料として利用可能

• 未利用低温排熱を活用することにより、
さらに低コスト化が可能

③焼却灰の肥料原料としての利便性
• 焼却灰は、下水の焼却過程で生成される
ものであり、調達が容易

• 減容化されているため、輸送保管が容易
• 高温で焼却しているため臭気無し
• 機械撒きに適した造粒により、農家の利便性
向上

原料粗粒化
（混練・乾燥）

粒状肥料

高温集塵機
焼却炉

空気

燃
焼
排
ガ
ス

脱水汚泥

高温集塵による
重金属削減

未利用
低温排熱

有効利用

水洗浄

洗浄水

水洗浄等による
重金属削減

造粒による
肥料化

造粒機

焼却灰

別紙２


